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2004年～ 九州電力に入社

・ニシム電子工業株式会社   １年

・九州電力 長崎/熊本支店 1４年

・九州電力送配電  福岡/長崎支社 ６年

2025年8月～ 現職

・九州電力 本店 情報通信本部
○社内向け通信ソリューション 
・発電所L５G整備
・社内DX推進（部門特化型生成AI開発
など）

○原子力通信
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はじめに

九州電力では、火力発電所にローカル５Ｇを導入し、スマート保安の

実現を目指しています。

ｉＰｈｏｎｅ直接接続による業務活用を皮切りに、ウェアラブル端末や

ＡＩ分析などの技術の導入・開発を段階的に検討しており、火力発電所

だけでなく原子力発電所への展開も目指しています。

２



発電所構内の環境に適合するハイブリット無線NW ３

屋外

屋内

屋外をL5Gで構築し、屋内をWi-Fiとするハイブリッド無線NWを構築
※L5Gに、日鉄ソリューションズさまの高出力無線機を採用



2024年度全社員に社給スマホ（iPhone）を配備

「iPhone(iOS17)のローカル5G対応」「コア装置のバージョンアップ」「e-sim導入」による
ローカル5Gとiphoneとの直接接続を実現し、業務での実用化（2025年4月）

iPhoneとローカル５Gの直接接続 ４

・当初、ローカル５Gに直接接続できる端末なし

・業務用端末として配布している社給スマホ（iPhone）も、発電所所員はNW変換機器(5Gルータ)を

経由し、Wi-Fi接続して利用していた



今後の展望

（2024年3月31日時点）

九州電力㈱・九州電力送配電㈱の電力供給設備

※九州電力㈱・九州電力送配電㈱が保有する発電設備を記載
（その他のグループ会社が保有する発電所は含まない）

発電所構内に整備したローカル５G等のネットワー
クを活用したスマート保安の実現に向け、
様々な技術・ソリューションの開発・導入を検討
火力発電所に加えて原子力発電所への展開も予定

５

全箇所に展開

全箇所に展開



ご清聴有難うございました。
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